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あなたの力を地域のために
町を守る　安心を守る　消防団員募集！

○消防団の入団者を募集しています
　消防団は普段自分の本業を持ちながら、平常時
には地域の防火・防災の担い手、災害発生時には
消火・警戒などの消防活動を行い、地域防災の
リーダーとしての役割を担っています。
　近年、消防団員数は減少傾向にあり高齢化も進
んでいることから、将来の担い手となる若い団員
の確保に取り組んでいます。

○消防団とは
　消防団は市町村の非常備の消防機関であり、そ
の構成員である消防団員は本業を持ちながら、権
限と責任を有する非常勤特別職の地方公務員とし
て「自らの地域は自ら守る」という精神に基づき、
消防防災活動を行っています。
　消防団は消火活動のみならず、地震や風水害な
ど多数の動員を必要とする大規模災害時の救助救
出作業、避難誘導、災害防御活動などで非常に重
要な役割を果たしています。

○消防団員の活動
　消防団員の活動は火災時の消火
活動、火災予防、風水害などの災害対応、警戒捜
索、演習・訓練、水利・機械・施設の点検、防火
指導などです。

○入団資格
・町内在住の方
　（現住所が鹿部町に
　　ある方）
・18歳以上45歳未満
　の方（男女問わず）
・志操堅固でかつ身体
　強健な方

▼お問い合わせは、
　鹿部消防署庶務課
　消防団係（７－３３３１）へ。

防衛省・自衛隊からのお知らせ
自衛官候補生の採用試験を実施します

　防衛省・自衛隊は、令和６年３・４月採用自衛官の試験を次の日程で実施します。

自衛官候補生募集種目

18歳以上33歳未満の者受験資格

試験前日まで随時受け付けています。受付期間

令和６年１月20日（土）・21日（日）
いずれかの希望日で受験していただきます。
今年度の採用定員に達した場合は、次年度の試験になります。

試験日

▼お問い合わせは、自衛隊函館地方協力本部函館地区隊（０１３８－５３－６２４１）へ。
　メールでの資料請求は（recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp）へ。
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小型特殊自動車の所有も課税対象です
軽自動車税の申告をお忘れなく

　小型特殊自動車を所有している方は、公道走行
の有無を問わず、所有していれば課税の対象にな
ります（町税条例第87条）。申告をして、標識（ナ
ンバープレート）の交付を受けてください。不申
告の場合は、過料（10万円以下）が科せられます
（町税条例第88条）。

〇小型特殊自動車とは
　道路運送車両法施行規則第２条別表第１で定め
られている小型特殊自動車で「農作業用」と「そ
の他のもの※」に分類されます。
※フォークリフト、ショベルローダー、タイヤ
ローラ、グレーダ、アスファルト・フィニッシ
ャ、ターレット式構内運搬自動車、林内作業車、
草刈作業車などで、最高速度が15㎞/ｈ以下の
ものが小型特殊自動車となります。

○申請に必要なもの
　・所有者と使用者の印鑑（法人名義で登録する
場合は、法人の代表者印が必要です）

　・販売証明書か譲渡証明書（販売店または譲渡
者の押印、車台番号、車名等の記載のあるも
の）

　※ご不明な点は、役場税務会計課までお問い合
わせください。

○税額【年額】
　・農作業用　　２，４００円
　・その他　　　５，９００円
　毎年４月１日時点の所有者に課税されます。

▼お問い合わせは、役場税務会計課課税係（７－
　５２９２）へ。

研修受講料を町が負担します
介護職員になりませんか？

　町では、町内の介護保険サービス事業所で働く
人材を確保するため、介護職員初任者研修（旧
ホームヘルパー２級研修）の受講料とテキスト代
の一部を補助しています。詳細は次のとおりです。

〇補助の対象となる方
・補助金の申請・交付決定時に鹿部町に住所を有
する方
・鹿部町内にある介護保険サービス事業所に引き
続き３カ月以上継続して就労している方
・他の制度により対象研修に対する費用の助成等
を受けていない方

・町税等を滞納していない方
〇補助金額
　補助対象経費の３分の２の金額とし、６万円を
限度とします（100円未満切り捨て）
〇提出書類
　・受講料領収証の写し
　・修了証明書等の写し
　・就労証明書
　・納税証明書

▼お問い合わせは、役場保健福祉課介護保険係
（７－５２９１）へ。


